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■
第
１
章

安
心
と
生
き
が
い
の
あ

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　

充
実

　

健
や
か
に
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
の
施
策
と
し
て
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
児
童
・
生
徒
の
医
療
費
自
己
負
担
額

を
２
０
０
円
と
す
る
子
育
て
支
援
医
療
助

成
制
度
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

康
保
持
・
増
進
に
役
立
っ
て
お
り
、
多
く

の
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
支
援
や
情
報
提
供
・

交
流
の
拠
点
と
し
て
、
相
談
や
指
導
、
交

流
事
業
を
行
う
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

加
悦
地
域
に
開
設
し
、
３
地
域
す
べ
て
に

お
い
て
子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

保
育
所
（
園
）
に
つ
い
て
は
、
少
子
化

に
よ
る
園
児
数
の
減
少
、正
職
員
の
減
少
、

施
設
の
老
朽
化
と
と
も
に
子
ど
も
を
育
て

る
家
庭
の
多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
対
応

し
た
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
就
学

前
の
子
ど
も
へ
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
一

体
的
な
提
供
も
視
野
に
入
れ
、適
正
規
模
・

適
正
配
置
や
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の
総
合

的
な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

　

高
齢
に
な
っ
て
も
障
害
が
あ
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
の
一
員
と
し
て
生
活
で

き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

域
密
着
型
福
祉
施
設
の
整
備
や
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
障
害
者(

児)

福

祉
施
設
の
整
備
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
特

に
、
昨
年
加
悦
地
域
に
整
備
さ
れ
た
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
と
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
併
設
施
設
は
、
府
内
で

も
珍
し
い
取
り
組
み
と
な
り
、
本
町
が
目

指
す
地
域
共
生
型
福
祉
の
先
駆
け
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

在
宅
複
合
型
施
設
、
障
害
者
就
労
支
援
施

設
等
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
体
制
の

　

充
実

　

国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
と
が
ん
検
診

の
無
料
実
施
や
、
各
種
健
康
教
室
、
大
学

や
民
間
企
業
と
連
携
し
た
足
か
ら
つ
く
る

健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
等
の
実
施
に
よ

り
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
宮
津
市

休
日
応
急
診
療
所
な
ど
、
休
日
の
医
療
確

保
に
努
め
、
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ

ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
離
着
陸
場
）
を
設

置
し
、
救
急
医
療
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　

国
保
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医

療
機
関
、
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
外
来
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
を

図
り
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
機

関
と
し
て
充
実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を
い
か
ん
な
く
発

揮
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
を
設
置
し
「
男
女
（
み
ん

な
）
の
和
づ
く
り
プ
ラ
ン　

与
謝
野
町
男

女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
。「
広
報
よ

さ
の
」
掲
載
の
４
コ
マ
漫
画
に
よ
る
啓
発

を
は
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
被
害
に
対
す
る
支
援
、

女
性
相
談
事
業
等
を
実
施
し
、
啓
発
・
意

識
改
革
か
ら
少
し
ず
つ
進
め
て
い
ま
す
。
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６年間のあゆみ

2006（H18）

３
町
が
合
併
し
、
与
謝
野
町
が
誕
生

５

与
謝
野
町
体
育
協
会
発
足

８

町
の
花
・
町
の
木
が
「
ひ
ま
わ
り
」
と
「
椿
」
に
決
定

11

合
併
記
念
「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
を
開
催

      2007（H19）

３

合
併
一
周
年
記
念
事
業
を
開
催
、「
与
謝
野
町
歌
」
披
露

３

男
山
公
民
館
新
築
工
事
竣
工

３
「
非
核
・
平
和
の
町
」
宣
言

４

与
謝
野
町
観
光
協
会
発
足

８

丹
後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
新
規
指
定
・
若
狭
湾
国

定
公
園
拡
大
記
念
式
典

９

与
謝
野
町
行
政
改
革
大
綱
策
定

12

学
校
給
食
に
京
の
豆
っ
こ
米
の
使
用
を
開
始

1

与
謝
野
町
町
民
憲
章
制
定

       2008（H20）

2

第
１
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
策
定

２

資
源
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
新
築
工
事
竣
工

３

野
田
川
駅
東
口
、
自
転
車
置
き
場
供
用
開
始

４

与
謝
野
町
商
工
会
発
足

４

建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画
・
地
震
防
災
マ
ッ
プ
策
定

12

加
悦
土
地
改
良
区
が
29
年
の
歴
史
に
終
止
符

2009（H21）

１

岩
滝
幼
稚
園
園
歌
完
成

２

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
給
油
施
設
整
備
工
事
竣
工

３

加
悦
フ
ェ
ロ
ー
ラ
イ
ン
バ
ス
路
線
廃
止

３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り
運
行
開
始

３

与
謝
野
町
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

振
り
返
ろ
う
！ 

ま
ち
の
歴
史

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ゆ
み
と
あ
わ
せ

て
、
与
謝
野
町
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
主
な
出
来
事

も
年
表
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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2009

８

住
宅
新
築
改
修
等
補
助
金
助
成
制
度
開
始

12

図
書
館
加
悦
分
室
が
加
悦
地
域
公
民
館
１
階
へ
移
転

2010（H22）

２

平
成
21
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
丹
後
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
西
日
本
で
唯
一
３
年
連
続
特
Ａ
に

２

四
辻
地
区
公
民
館
増
築
他
改
修
工
事
竣
工

３

与
謝
野
町
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

３

農
業
集
落
排
水
温
江
地
区
供
用
開
始

４

岩
滝
・
野
田
川
地
域
で
有
線
テ
レ
ビ
運
用
開
始

４

京
都
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
に
よ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
共

同
運
行
開
始

10

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
加
悦
地
域
）
開
設

2011（H23）

３

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
宮
津
与
謝
道
路
が
開
通
、
与

謝
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
供
用
開
始

３

適
応
指
導
教
室
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
開
設

４

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
運
用

４

宮
津
与
謝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
宮
津
市
・
伊
根
町
と

共
同
設
置

４

与
謝
野
町
消
防
団
支
援
隊(

岩
滝
第
１
・
４
分
団)

発
足

６

岩
滝
海
岸
線
開
通

10

リ
フ
レ
か
や
の
里
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

10

国
民
文
化
祭
「
与
謝
蕪
村
顕
彰
『
俳
句
大
会
』」
開
催

11

合
併
５
周
年
記
念
事
業
「
与
謝
野
町
岩
滝
大
名
行
列
」・

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
同
時
開
催

12
「
ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
」
が
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
決
定

2012（H24）

１

与
謝
野
町
役
場
に
宮
津
与
謝
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
推

進
協
議
会
発
足

２

平
成
23
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
丹
後
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
特
Ａ
に
復
活

３

与
謝
野
町
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定

３

与
謝
野
町
議
会
基
本
条
例
制
定

男
女
が
と
も
に
輝
く
社
会
へ
。
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す

上／子育て支援センターで交流を深める親子

下／小規模多機能型居宅介護施設と障害者グ

ループホームの併設施設「みんなのうち後野」

　５月 24 日、与謝野町のまちづくり全体の基本的な計画である総合計画を策

定する「与謝野町総合計画審議会」（会長：足
あ

立
だち

経
つね

彦
ひこ

氏）が開催され、後期基

本計画（計画期間：平成 25 ～ 29 年度）に記載する現状と課題（案）確認さ

れました。策定にあたっては、住民から選ばれた委員による「地域振興」、「教

育・福祉・環境」、「産業・建設」の３つの専門部会と職員の合同会議において、

これまで取り組んできたまちづくりの主な内容と成果の確認、現在の課題の洗

い出しが行われ、さらに地域で活躍するまちづくり団体との懇談会でご意見を

伺うなど、住民参加の計画づくりを

行ってきました。

　今月号では、これまでのまちづく

りへの理解を深め、さらなる協働の

まちづくりを進めるため、与謝野町

誕生後６年間のまちづくりの主な実

績を総合計画の６つの施策体系に分

類してお知らせします。 ５月 24 日に開催された総合計画審議会

協働のまちづくり　６年間の歩み

３月

年



●
京
の
豆
っ
こ
米
販
路
拡
大
と

　

学
校
給
食
へ
の
導
入

　

本
町
の
主
要
作
物
で
あ
る
米
の
有
利
販

売
を
行
う
た
め
、環
境
に
や
さ
し
い
農
業
、

有
機
質
肥
料
「
京
の
豆
っ
こ
」
を
軸
と
し

た
自
然
循
環
農
業
に
取
り
組
み
、「
京
の

豆
っ
こ
米
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
京
の
豆
っ
こ
米
の

作
付
け
は
、
水
稲
作
付
全
面
積
の
約
２
割

ま
で
拡
大
し
、
ま
た
、
自
然
循
環
農
業
の

一
翼
で
あ
る
大
豆
の
生
産
も
約
20
㌶ 
ま

で
生
産
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
与
謝
野
町
産
米
の
学
校
給

食
へ
の
使
用
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
「
リ
フ
レ
か
や
の
里
」
へ
地
元
農
作

物
を
供
給
す
る
こ
と
で
地
産
地
消
の
推

進
、
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
農
業
振
興
を
阻
害

す
る
問
題
と
し
て
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
有
害
鳥
獣
被
害
が
相
次
い
で
お
り
、

駆
除
や
電
気
柵
・
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
、
被

害
の
背
景
に
あ
る
生
息
環
境
の
回
復
な
ど

総
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

●
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

　

ま
ち
ぐ
る
み
で
の
産
業
振
興
の
指
針
と

を
は
じ
め
、
産
業
振
興
事
業
費
補
助
金
に

よ
る
創
業
、
新
商
品
・
新
製
品
開
発
、
販

路
開
拓
等
に
対
す
る
支
援
、
利
子
補
給
・

保
証
料
の
補
助
な
ど
商
工
業
者
の
支
援
や

育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
町
内
で
製
造
・
企
画
さ
れ
る

商
品
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
特
産
品
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
優
良
産
品
認
定

事
業
を
実
施
。
事
業
者
相
互
の
交
流
と
も

の
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
町
優
良

産
品
認
定
業
者
会
も
設
立
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
町
内
事
業
所
の
大
多
数
を
占
め
る
中

小
企
業
の
発
展
が
不
可
欠
と
の
考
え
か

ら
、
そ
の
振
興
を
重
要
課
題
と
し
て
位
置

づ
け
る
た
め
、「
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
」を
制
定
し
ま
し
た
。
事
業
者
を
は
じ

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
、経
済
団
体
等
、そ
し

て
行
政
が
中
小
企
業
の
役
割
と
重
要
性
を

共
通
し
て
認
識
し
、
地
域
循
環
型
経
済
の

構
築
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
に
地
域
経

済
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
住
宅
新
築
改
修
等
助
成
制
度
・

　

有
線
テ
レ
ビ
加
入
促
進
補
助
金

　

で
地
域
経
済
を
活
性
化

　

町
内
事
業
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
住

宅
改
修
等
に
対
し
て
20
万
円
を
上
限
に
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
住
宅
新
築
改
修
等

補
助
金
助
成
制
度
を
平
成
21
年
度
か
ら
３

年
間
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
で
は
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
が
多
く
行
わ
れ
、
地

域
経
済
の
活
性
化
と
生
活
環
境
の
両
面
で

大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
線
テ
レ
ビ
の
宅
内
配
線
工
事

に
対
し
て
上
限
１
万
８
０
０
０
円
を
補

助
す
る
有
線
テ
レ
ビ
加
入
促
進
補
助
金

や
、
商
工
会
の
振
興
商
品
券
事
業
に
つ
い

て
も
、
地
域
循
環
型
経
済
構
築
の
一
助
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　

昭
和
モ
ダ
ン
と
シ
ル
ク
の
里

　

本
町
で
は
ひ
と
つ
の
世
界
観
「
昭
和
モ

ダ
ン
と
シ
ル
ク
の
里
」
に
こ
だ
わ
り
、
徹

底
す
る
と
い
う
方
向
性
が
観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
協
会
を
は
じ
め
観
光
関
係
団
体
や
商

工
会
等
と
の
協
働
で
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

具
現
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
鉄て

っ

幹か
ん

・
晶あ
き

子こ

の
イ
ラ
ス
ト
を
活

用
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
よ
っ
て
統
一
イ

メ
ー
ジ
に
よ
る
観
光
振
興
、「
与
謝
野
ブ

ラ
ン
ド
」
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
の
主
導
に
よ
り
ち
り
め

ん
街
道
の
今
後
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
、

取
り
組
み
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
す
で

に
、
街
道
内
で
は
商
工
会
青
年
部
に
よ
る

「
ち
り
め
ん
茶
屋
」
や
、
ち
り
め
ん
街
道

を
守
り
育
て
る
会
に
よ
る
織
物
見
学
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
与

謝
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
出
入
口
に
は
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
看
板
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
看
板
を
設

置
す
る
な
ど
観
光
客
の
誘
導
を
行
う
た
め

の
サ
イ
ン
・
誘
導
・
案
内
看
板
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

■
第
３
章

自
然
と
安
全
を
守
る

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り

●
自
然
環
境
の
保
全

　

広
葉
樹
植
栽
の
推
進
や
田
植
え
時
の
濁

水
流
出
を
抑
制
す
る
浅
水
代
か
き
の
取
り

組
み
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
る
河
川
水
質

の
向
上
、ま
た
住
民
に
よ
る
一
斉
清
掃（
水

路
ど
ろ
上
げ
）
な
ど
地
域
を
あ
げ
て
の
取

り
組
み
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
蘇
海
の
浄
化
を
図
る
た
め
、

他
団
体
と
と
も
に
阿
蘇
海
環
境
づ
く
り
協

働
会
議
を
設
置
し
、
ア
オ
サ
、
カ
キ
殻
、

漂
着
ご
み
の
回
収
を
実
施
。
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
や
、
公
民
館
・
小
学
校
へ
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
が
出
向
い
て
環
境
学
習
を
行

い
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
環
境
意
識
の
醸

成
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
地
球
温
暖
化
の
防
止
と
町
内
の

環
境
改
善
を
図
る
た
め
に
「
よ
さ
の
百
年

の
暮
ら
し
委
員
会
」
を
設
置
し
、
町
民
や

事
業
者
、
行
政
が
協
働
し
て
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
や
環
境
問
題
に
取
り
組
む
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
し
て
は
、
資
源

ご
み
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
建
設
し
、
回

収
し
た
ご
み
の
資
源
化
体
制
を
整
え
た
ほ

か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
中
心
に
回
収
し
た
廃

食
油
か
ら
精
製
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

限
が
過
ぎ
て
稼
動
し
て
い
る
状
況
の
た

め
、
次
期
の
施
設
整
備
に
向
け
た
「
宮
津

与
謝
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
協
議

会
」
を
平
成
23
年
度
に
設
置
し
、
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
た
新
た
な
施
設
整
備

に
つ
い
て
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
防
災
体
制
の
強
化

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
整
備
お
よ
び

Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
と
の
連
携
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
整

備
、
消
防
設
備
で
は
消
防
団
車
庫
の
建
替

や
耐
震
補
強
工
事
、
消
防
車
両
の
計
画
的

更
新
、
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利
の
設

置
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
防
災

の
地
域
の
要
と
な
る
消
防
団
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
日
中
の
火
災
へ

の
対
応
す
る
た
め
消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

「
消
防
団
支
援
隊
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

防
災
情
報
等
の
伝
達
手
段
や
消
防
設
備

は
一
定
の
整
備
が
で
き
ま
し
た
が
、現
在
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、津
波
・

原
子
力
災
害
に
対
す
る
対
策
の
強
化
、
広

域
的
な
相
互
応
援
体
制
の
確
立
と
連
携
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
整
備

　

森
林
公
園
や
大
江
山
運
動
公
園
な
ど
の

公
園
が
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
天
橋
立
が
横

一
文
字
に
見
渡
せ
る
新
た
な
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

（
都
市
公
園
）
を
整
備
し
、
一
部
供
用
開

始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
有
線
テ
レ
ビ
拡
張
事
業
に
よ
り

　

「
放
送
・
通
信
・
防
災
」
を
一
体
に

　

３
地
域
で
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
情
報
通
信

基
盤
は
、
加
悦
地
域
で
運
営
し
て
い
た
有

線
テ
レ
ビ
施
設
を
岩
滝･

野
田
川
地
域

に
拡
張
し
て
、「
放
送
」「
通
信
」「
防
災
」

を
統
合
・
連
携
し
た
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
に
よ

る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
通
信

基
盤
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
基

盤
整
備
に
よ
っ
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
難
視

聴
地
域
の
解
消
と
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

が
整
い
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
自
主
番

組
放
送
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
（
Ｂ
Ｓ
、

Ｃ
Ｓ
衛
星
放
送
）、
文
字
放
送
、
デ
ー
タ

放
送
、
Ｆ
Ｍ
告
知
放
送
（
デ
ジ
タ
ル
防
災

行
政
無
線
と
連
携
）
な
ど
、
町
内
で
統
一

し
た
規
格
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
３
月
末
現
在
で
７
７
２
０
戸

（
全
プ
ラ
ン
合
計
）
の
加
入
が
あ
り
、
全

世
帯
の
84
・
５
％
と
大
変
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
上
水
道
へ
の
統
合
推
進
と

　

下
水
道
等
の
整
備

　

本
町
の
水
道
事
業
は
、
全
て
の
簡
易
水

道
を
平
成
28
年
度
ま
で
に
上
水
道
に
事
業

統
合
が
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
た

め
、
上
水
道
化
を
見
据
え
た
整
備
計
画
を

策
定
し
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
整
備
、
施

設
の
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済
的
で

効
率
的
な
整
備
・
運
営
・
管
理
を
行
い
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
図
り
ま
す
。

　

下
水
道
等
に
つ
い
て
は
、
水
洗
化
総
合

計
画
に
基
づ
き
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
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■
第
２
章

伝
統
を
活
か
し
未
来
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
産
業
づ
く
り

し
て
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
、
官
民
協
働
で
振
興

策
を
検
討
す
る
「
産
業
振
興

会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
へ
の
支
援

■
第
４
章

快
適
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
環
境
づ
く
り

燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
の
利
用
に
取
り
組
み
、

給
油
ス
タ
ン
ド
を
整
備
、
給
食
セ
ン
タ
ー

配
送
車
や
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
等
で
の
燃
料

の
使
用
を
始
め
ま
し
た
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
農

機
や
重
機
へ
の
利
用
も
進
め
ら
れ
て
お

り
、
循
環
型
社
会
の
一
層
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

●
ご
み
処
理
施
設
の
取
り
組
み

　

可
燃
ご
み
と
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
宮
津
市
清
掃
工
場
お
よ
び
宮
津
市

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
広
域
ご
み
処

理
、
再
資
源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宮
津

市
清
掃
工
場
に
つ
い
て
は
、
施
設
使
用
期

左／農機に給油されるＢＤＦ。与謝野町

が推進する環境にやさしい農業のさらな

るイメージアップが期待されます

右／地域の消防防災の要となる消防団

与
謝
野
町
優
良
産
品
カ

タ
ロ
グ
。
自
慢
の
品
々

が
並
び
ま
す

中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
の
提
言
書
を
町
長
に

手
渡
す
産
業
振
興
会
議

の
会
長
ら
メ
ン
バ
ー

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
タ
ジ
オ

な
ど
最
新
設
備
を
備
え

た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
ス
タ
ジ
オ

阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
に
完
成
し
た
遊
具

毎年、多くの方が参加している与謝

野町防災訓練。各区の協力のもと、

町内全域で開催しています

特集 ◎協働によるまちづくり

「京の豆っこ米」など与謝野町の農業の中心作物である米。

秋には黄金色の稲穂が一面に広がり、美しい風景を見せてくれます



排
水
、
浄
化
槽
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
は
普
及
率
が

90
％
を
超
え
、
農
業
集
落
排
水
事
業
も
全

計
画
区
域
の
整
備
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

普
及
率
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
向
上
し

た
も
の
の
、
昨
今
の
経
済
状
況
等
に
よ
り

水
洗
化
率
が
な
か
な
か
向
上
し
て
い
な
い

現
状
が
あ
り
、
下
水
道
等
へ
の
接
続
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
交
通
不
便
地
区
解
消
の
た
め

　

町
営
バ
ス
ひ
ま
わ
り
を
運
行
開
始

　

公
共
交
通
に
お
い
て
は
、
路
線
バ
ス
が

運
行
し
て
な
い
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
の

日
常
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
町

営
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り
」
の

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
町

内
の
交
通
不
便
地
区
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
、
買
物
・
通
院
等
の
足
と
し
て
高
齢

●
学
校
等
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

　

少
子
化
に
伴
う
児
童
、
生
徒
数
の
減
少

と
充
実
し
た
教
育
環
境
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
与
謝
野
町
教
育
・
保
育
環
境
検
討
委

員
会
で
、
統
廃
合
あ
り
き
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
や
保
育
の
環
境
は
ど
の

よ
う
な
あ
り
方
が
よ
い
の
か
と
い
う
視
点

か
ら
慎
重
に
検
討
さ
れ
、
平
成
21
年
５
月

「
教
育
・
保
育
環
境
の
あ
り
方
に
関
す
る

提
言
書
」
が
町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
提
言
書
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
が

児
童
・
生
徒
数
等
の
現
状
お
よ
び
将
来
予

測
の
再
調
査
等
を
行
い
、「
学
校
等
の
適

正
規
模
適
正
配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
」

を
策
定
、
昨
年
９
月
に
町
長
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
保
育
所
・
幼
稚
園
と
あ
わ
せ
、

よ
り
よ
い
教
育
・
保
育
環
境
の
整
備
の
た

め
検
討
を
進
め
ま
す
。

●
全
小
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
の

　

耐
震
化
工
事

　

現
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
地
域
住

民
の
避
難
場
所
と
な
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
た
め
、
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
耐
震

補
強
工
事
を
順
次
行
い
、
加
悦
中
学
校
を

除
く
全
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
耐
震
化

が
完
了
し
ま
し
た
。
加
悦
中
学
校
に
お
い

て
も
全
面
改
築
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

●
公
民
館
活
動
の
拡
大

　

身
近
な
地
区
公
民
館
に
お
い
て
も
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
公
民
館
活
動
の

取
り
組
み
を
広
げ
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
て

の
地
区
公
民
館
に
お
い
て
地
区
公
民
館
活

動
推
進
事
業
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
館
長
や
主
事
の
研
修
会
な
ど

に
よ
り
指
導
者
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
短
歌
・
俳
句
の
ま
ち

　

町
名
の
由
来
で
も
あ
る
与よ

謝さ

野の

礼れ
い

厳ご
ん

・

鉄て
っ

幹か
ん

・
晶あ
き

子こ

や
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

と
い
っ
た
地
域

ゆ
か
り
の
文
人
ら
に
ち
な
み
、
短
歌
・
俳

句
を
町
の
特
色
あ
る
文
化
と
位
置
付
け
、

公
募
文
芸
賞
、
展
覧
会
、
文
化
講
座
等
を

積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
与
謝
野
晶
子
や
与
謝
蕪
村

ゆ
か
り
の
団
体
と
の
連
携
が
で
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
で
は
俳
句
教
室
等
に
よ
っ

て
俳
句
に
親
し
む
人
を
増
や
す
と
と
も

に
、
町
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
形
で
、

国
民
文
化
祭
俳
句
大
会
を
行
い
、
こ
の
機

運
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
短
歌
・
俳
句
振

興
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
「
ち
り
め
ん
街
道
」
の
活
性
化

　

ち
り
め
ん
産
業
の
発
展
と
と
も
に
伝
統

的
な
町
並
み
が
形
成
さ
れ
た
加
悦
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の「
ち
り
め
ん
街
道
」

は
、
同
地
区
保
存
計
画
や
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
建
物
の
保
存
修
理
が
進
み
、
町
並

み
の
景
観
が
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
。
ち
り
め
ん
街
道
の
代
表
的
な
建
物
で

あ
る
「
旧
尾
藤
家
住
宅
」
は
、
地
域
住
民

ら
で
組
織
さ
れ
る
「
ち
り
め
ん
街
道
を
守

り
育
て
る
会
」
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
会
を
は
じ
め
観
光
協
会
、

商
工
会
等
に
よ
り
「
ち
り
め
ん
街
道
活
性

化
委
員
会
」
も
組
織
さ
れ
、
活
性
化
の
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

●
行
政
改
革
の
推
進

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
厳
し
い
財
政
状

況
、
地
域
主
権
改
革
、
さ
ら
に
平
成
28
年

度
か
ら
の
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
が
迫
っ

て
お
り
、
行
財
政
改
革
が
必
須
の
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
与
謝
野
町
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
職
員
数
の
削
減
、
公
共
施
設
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
事
務
事
業

の
見
直
し
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
の

３
２
０
人
か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

で
は
２
６
７
人
と
、
53
人
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
も
採
用
抑
制
に
よ
り
削

減
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
等
に
よ

る
財
源
不
足
に
備
え
、
将
来
に
わ
た
り
財

政
を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
の
財
政
調
整

基
金
は
14
億
６
９
３
０
万
円
と
な
り
、
合

併
時
か
ら
７
億
７
２
０
０
万
円
の
積
み
立

て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
財
政
は
依
然

厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
第
２
次
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る
行
政
改

革
を
進
め
ま
す
。

●
自
治
区
と
の
連
携
、

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援

　

本
町
は
24
区
で
自
治
組
織
が
形
成
さ
れ

て
、
区
長
会
等
を
通
じ
た
情
報
共
有
や
、

連
携
に
努
め
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
地
区

公
民
館
や
備
品
の
整
備
も
積
極
的
に
支
援

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
集
落
の
集
会
施
設
や
公
園
広
場

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
整
備
、
地
域

団
体
が
取
り
組
む
地
域
活
動
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
支
援
し
ま
し
た
。

●
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

行
政
の
み
で
は
な
く
、
住
民
・
地
域
・

事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
有
線
テ
レ
ビ
等
に
よ
り
情
報
の
積
極

的
な
公
開
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ

ん
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
投
稿
欄
の
設
置
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
町
政
懇
談
会
な
ど
広
聴

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
協
働
に
つ
い
て
は
、
滝
区
、

金
屋
区
内
の
農
業
者
等
に
よ
り
「
滝
・
金

屋
地
域
連
合
組
織
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

後
継
者
不
足
や
農
地
の
荒
廃
な
ど
地
域
の

抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る「
共
に
育
む『
命

の
里
』
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
フ
レ
か
や
の
里
で
は
、
指
定

管
理
者
の
よ
さ
の
う
み
福
祉
会
を
中
心
に

同
連
合
組
織
、
文
化
・
工
芸
の
里
等
の
周

辺
施
設
、
農
業
生
産
法
人
、
丹
後
海
陸
交

通
等
と
行
政
が
連
携
し
て
「
リ
フ
レ
か
や

の
里
運
営
協
議
会
」
を
設
立
し
、
周
辺
地

域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
協
働

の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
分
野
に
お
い
て
は
、
与
謝
郡
福
祉

会
、
丹
後
福
祉
応
援
団
、
よ
さ
の
う
み
福

祉
会
、
京
都
府
看
護
協
会
に
よ
っ
て
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、在
宅
複
合
型
施
設
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
障
害
者
就
労

支
援
施
設
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
共
生
型

福
祉
施
設
が
旧
加
悦
加
工
場
跡
地
に
建
設

中
で
あ
り
、
京
都
府
、
与
謝
野
町
も
用
地

造
成
、
施
設
建
設
に
お
い
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
の
関
心
、
参

画
が
徐
々
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
国
の
地

域
主
権
改
革
が
推
進
さ
れ
る
一
方
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
、
厳
し
い
財
政
事
情

等
の
社
会
情
勢
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
住
民
と
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
自
ら

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

水
・
緑
・
空

笑
顔
か
が
や
く

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
へ

　

平
成
18
年
３
月
１
日
、新
し
い
ま
ち「
与

謝
野
町
」
が
船
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

振
り
返
っ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
間
、
合

併
協
議
会
で
策
定
さ
れ
た
「
新
町
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
を
引
き
継
い
だ
「
第
１
次
与

謝
野
町
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
住
民
が

主
人
公
の
「
自
助
・
共
助
・
商
助
・
公
助
」

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

与
謝
野
町
総
合
計
画
審
議
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
や
現
状
と

課
題
を
踏
ま
え
、
総
合
計
画
で
掲
げ
る
ま

ち
の
将
来
像
「
水
・
緑
・
空 

笑
顔
か
が

や
く 

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、

後
期
基
本
計
画
の
施
策
方
針
や
主
要
事
業

な
ど
の
検
討
を
進
め
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

●
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
特
集
や
後
期
基
本
計
画
策
定
に
対
す

る
ご
意
見
・
ご
質
問
等
を
、
書
面
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
投
書
箱
な
ど
で
企
画
財
政
課

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
あ
ら
た
め

て
後
期
基
本
計
画
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
機
会
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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■
第
５
章

明
日
の
人
材
を
育
て
る
教
育
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

■
第
６
章

協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

者
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
丹
後
海
陸
交
通
の

協
力
を
得
て
バ
ス
停
の
新
設
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の

乗
り
入
れ
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
野
田
川
駅
に
は
、
自

転
車
道
側
へ
の
通
用
口
を
新
設

す
る
な
ど
公
共
交
通
の
利
便
性

の
向
上
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

Ｋ
Ｔ
Ｒ
、
丹
海
バ
ス
等
の
公
共

交
通
の
経
営
は
大
変
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
地
域
住
民

の
一
層
の
利
用
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
自
治

会
活
動
が
活
発
で
す
。
そ
の
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
お
い

昨年 10 月にリニューアルオープンしたリフレ

かやの里。運営協議会と協働して周辺地域全

体の活性化を目指しています

左／加悦谷ショッピングセンターウイルか

ら町営バスひまわりに乗り込む買い物客ら

右／耐震工事中の山田小学校。現在ではす

べての小学校の耐震化が完了しています

特集 ◎協働によるまちづくり

園芸教室など公民館

活動が活発に行われ

ています

建物の保存・修理が

進められているちり

めん街道

左／毎年度開催している町政懇談会。皆

さんからのご意見を協働のまちづくりに

活かしています

右／加悦地区の夏祭り。公民館を中心と

して各地区で活発なコミュニティ活動が

展開されています
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がんばってます！消防団 編集 ● 野田川方面隊

　

第４回与謝野町消防団

消防操法大会

健やか広場　　知っていますか？たばこの害

あなたとあなたの周囲の大切な

人のために１日でも早く禁煙に

取り組みましょう！

存
は
「
身
体
的
依
存
」
と
「
心
理
的
依
存
」

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

「
身
体
的
依
存
」
と
は
ニ
コ
チ
ン
が
切

れ
る
こ
と
に
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
禁
断
症

状
の
こ
と
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
に
は
強
い
依

存
性
が
あ
り
、
薬
物
依
存
症
の
一
種
で
す
。

　

「
心
理
的
依
存
」
と
は
習
慣
性
依
存
と

も
言
わ
れ
、「
食
後
や
目
覚
め
の
一
服
」

と
い
っ
た
よ
う
に
喫
煙
が
生
活
習
慣
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
癖
の
よ
う
に
た

ば
こ
を
吸
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
禁
煙
は
本
人
の
決
意
だ
け

で
は
成
功
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
ニ
コ
チ

ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
な
ど
の
禁
煙

補
助
剤
の
利
用
も
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
は

薬
局
で
購
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
で

は
禁
煙
外
来
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関

も
増
え
て
い
ま
す
（
町
立
国
保
診
療
所
で

も
実
施
）。

　

喫
煙
は
保
険
診
療
で
治
療
で
き
る
病
気
、

「
依
存
症
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
禁
煙

に
努
め
ま
し
ょ
う
！

吸
わ
な
い
人
の
健
康
も

脅
か
し
て
い
ま
す
！

　

喫
煙
は
喫
煙
者
の
健
康
を
害
す
る
だ
け

で
な
く
、
周
囲
の
非
喫
煙
者
の
健
康
も
害

し
ま
す
。
た
ば
こ
の
煙
に
は
喫
煙
者
が
直

接
吸
い
こ
む
「
主
流
煙
」
と
、
火
が
つ
い

た
部
分
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
「
副
流
煙
」
が

あ
り
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
な
ど
の
有
害
物
質

は
主
流
煙
よ
り
も
副
流
煙
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
周
囲
に
い
る
人
の
健
康
も

脅
か
し
て
い
ま
す
。

　

非
喫
煙
者
が
喫
煙
者
と
同
じ
空
間
に
い

て
、
た
ば
こ
の
煙
を
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
「
受
動
喫
煙
」
と
言
い
ま
す
。「
受
動

喫
煙
」
で
も
心
拍
数
の
増
加
や
血
圧
上
昇

が
起
こ
り
、
循
環
器
系
の
疾
患
や
が
ん
発

生
の
危
険
性
を
増
大
さ
せ
ま
す
。
乳
幼
児

や
妊
婦
な
ど
へ
の
影
響
は
特
に
大
き
く
、

ぜ
ん
そ
く
や
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
の
原

因
と
な
っ
た
り
、
流
早
産
・
低
出
生
体
重

児
の
率
を
高
め
た
り
す
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

分
煙
の
効
果
は
少
な
い

　

外
で
吸
っ
た
り
、
換
気
扇
を
利
用
し
た

り
、
仕
切
り
を
し
た
り
す
る
「
分
煙
」
は
、

一
見
受
動
喫
煙
の
防
止
に
効
果
が
あ
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
喫
煙
者
の
呼

気
に
は
煙
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
喫
煙
者
の
体
に
付
着
し
た
煙

成
分
が
屋
内
で
再
び
浮
遊
す
る
た
め
、
同

じ
室
内
で
吸
っ
て
い
る
状
態
と
影
響
は
あ

ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
京
都
府
受
動
喫
煙
防
止
憲
章
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

た
ば
こ
の
害
は
喫
煙
者
自
身
の
健
康
問

題
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
意
志
と
は
関
係

な
く
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
周
囲
の

人
の
健
康
を
脅
か
し
て
い
る
た
め
、
府
民

の
健
康
を
守
る
観
点
か
ら
、
平
成
24
年
３

月
に
「
京
都
府
受
動
喫
煙
防
止
憲
章
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
憲
章
は
昨
年
11
月
に
発
足
し
た
有

識
者
に
よ
る
「
た
ば
こ
対
策
部
会
」
で
の

検
討
を
も
と
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
公

共
性
の
高
い
、
多
人
数
が
利
用
す
る
施
設

に
お
け
る
全
面
禁
煙
を
推
進
し
て
い
く
行

動
指
針
と
な
る
も
の
で
す
（
詳
細
は
京
都

府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
）。

さ
ま
ざ
ま
な
害
が
あ
り
ま
す
！

　

た
ば
こ
が
喫
煙
者
の
健
康
に
害
を
及
ぼ

す
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
の
煙
に
は
４
０
０
０
種
類
以
上
も
の
化

学
物
質
が
含
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
２
０
０

種
類
以
上
に
有
害
作
用
が
あ
り
、
60
種
類

以
上
の
発
が
ん
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
代
表
的
な
物
質
は
ニ
コ
チ
ン
、
一
酸

化
炭
素
、
タ
ー
ル
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
ヒ
素
、

ア
ン
モ
ニ
ア
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
分
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
、

血
圧
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
、
心
臓
や
血
管

に
大
き
な
負
担
を
か
け
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
肺
が
ん
や
咽
頭
が
ん
、
胃
が
ん
等

の
発
生
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
循
環
器
系
の
疾
患
や
が
ん
以
外

に
も
、
胃
潰か

い
よ
う瘍

・
十
二
指
腸
潰
瘍
な
ど
の

消
化
器
系
、
ぜ
ん
そ
く
や
気
管
支
炎
な
ど

1 時間の雨量 予報用語 人の受けるイメージ 災害発生状況

10 ～ 20 ミリ やや強い雨  ザーザーと降る  長く降り続く時は注意が必要

20 ～ 30 ミリ 強い雨  土砂降り  側溝や下水・小さな川があふれ、小規模ながけ崩れがある

30 ～ 50 ミリ 激しい雨  バケツをひっくり返したように降る  山崩れ、がけ崩れが起きやすくなり、危険地帯では避難の準備が必要

50 ～ 80 ミリ 非常に激しい雨
 滝のように降る
 （ゴーゴーと降り続く）

 道路冠水や住宅への浸水など多くの被害が発生する

80 ミリ以上 猛烈な雨
 息苦しくなるような圧迫感がある。
 恐怖を感じる

 雨による大規模な災害の発生するおそれが強い。厳重な注意が必要

　近年、消防団員が減少し、平均年齢の上昇

が進む中、若い力の消防団活動への参加が強

く期待されています。詳しくは、地域の消防

団員または役場総務課（☎ 46-3004) へ。

突然の大雨に注意しましょう！
集中豪雨・ゲリラ豪雨とは？

　梅雨から夏、初秋にかけての時期は前線や気圧

の谷の影響で集中豪雨が起こりやすくなり、各地

で家屋の浸水、河川の氾濫、土砂災害等の被害が

後を絶ちません。

　限られた地域で短時間に多量の雨が降ることを

「集中豪雨」といいます。また、気象学的に明確

な定義はありませんが、突然発生する集中豪雨の

ことを「ゲリラ豪雨」といいます。予測が困難で

あるため、多くの被害を発生させます。

集中豪雨の原因は？
　集中豪雨の原因のほとんどは、前線の通過・接近

によるものと「大気の不安定」などにより発達した

積乱雲によるものです。

　「大気の不安定」とは日射によって地表近くの大

気が暖かいときに、上空に寒気が流れ込むことで発

生した上昇気流によって、積乱雲が発生・発達した

状態のことです。豪雨になりやすい状態に加えて、

さらに大雨になる要素が重なると、１時間に 100

ミリ近い記録的大雨を引き起こすこともあります。

日頃から準備を！
　集中豪雨が起きた際、すば

やく対応するためには日頃か

らの準備が必要です。皆さん

も自らの身を守るため、普段

から次の４点を心がけ、準備・

確認をしましょう。

いっしょに地域の安全を守りましょう！

日時　６月 17 日（日）午前８時～

　　　※荒天の場合６月 24 日に順延

場所　野田川グラウンド 　

の
呼
吸
器
系
、
さ
ら
に
免
疫
力
の

低
下
や
、
歯
周
病
な
ど
全
身
の
疾

患
に
大
き
く
関
係
し
て
お
り
、
年

間
10
万
人
以
上
が
た
ば
こ
関
連
の

疾
患
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
は
「
依
存
症
」
で
す

　

禁
煙
を
失
敗
し
た
方
は
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
禁
煙
が
難
し
い
の

は
、
た
ば
こ
に
は
強
い
依
存
性
が

あ
る
た
め
で
す
。
た
ば
こ
へ
の
依

「
体
に
悪
い
」
と
言
わ
れ
る
「
た
ば
こ
」。

今
回
は
そ
の
害
と
禁
煙
の
必
要
性
に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

住んでいる地域で過去に水害、土砂災害があったか
確認しておきましょう。

テレビ・ラジオ・インターネットで最新の天気予報・
災害情報を確認しましょう。

非常時に持ち出す荷物の準備をしておきましょう。

避難場所、避難経路を確認しておきましょう。

１

４
３
２

求む！消防団員

! ?

雨量のめやす 雨の予報に使われる１時間雨量と降り方を解説しますStudy!
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図書館へ行こう！		  BOOKSA L T リレーコラム  ［ 第 19 回  スポーツを楽しもう！  by サイモン・グリフィン ］	 COLUMN

時の贈り物  ［ 第 61 回  温江妙見堂の俳額］	 まちの文化財

時にまつわる本 　６月 10 日は時の記念日。天智天皇の時代に水時計を使い、初めて時刻が定

められた日を記念に定められました。今月は「時間」にまつわる本を紹介します。

『時の旅人』
長野まゆみ／河出書房新社

　浅草「十二階」の展望台から途方もない

エネルギーによって放り出されてしまった

主人公が見た時空を超えた風景とはいった

いどんなものだったでしょうか？東京を舞

台に大正から平成にわたって時を超える少

年たちの物語３作を収めた連作小説集。

『腕時計の誕生』
長瀬唯／廣済堂

　携帯電話が普及し、持たない人も増えてき

たと言われる腕時計ですが、まだまだ人々の

生活に欠かせない道具の一つです。当初は装

飾品としての側面が強かった腕時計が、より

実用的に使われるようになっていった歴史に

ついて書かれています。

『時間をまきもどせ！』
ナンシー・エチメンディ作　杉田比呂美絵／徳間書店

　誰もが一度は思う「時間が巻き戻ったら」

という願いを、もしもかなえられるとした

ら？ある日、不思議な老人に、失敗を取り

消すことができる機械を手渡された主人公。

その夜、事故にあった妹を助けるため、こ

の機械を使うことを思いつく…。

『時の迷路
 恐竜時代から江戸時代まで』
香川元太郎／ PHP 研究所

　迷路でさまざまな時代に旅ができる１

冊。見開きページにはその時代を代表す

るものや人が書かれます。隠された謎と

時の石を見つけて、全ての迷路を抜ける

ことができれば、歴史がもっと

好きになれるかも！一般書 ●『あらすじとイラストでわかる禅』

知的発見！探検隊／イースト・プレス　●『マ

ヤ文明』青山和夫／岩波書店　●『ローマ法

王に米を食べさせた男』高野誠鮮／講談社　

●『親子で楽しめる絵本で英語をはじめる本』木村千穂／

ディスカヴァー・トゥエンティワン　●『北欧テイストの

エコたわし』主婦と生活社　●『おいで、一緒に行こう』

森絵都／文藝春秋　●『われ敗れたり  コンピュータ棋戦

のすべてを語る』米長邦雄／中央公論新社　●『僕らのご

はんは明日で待ってる』瀬尾まいこ／幻冬舎　●『サファ

イア』湊かなえ／角川春樹事務所　●『死命』薬丸岳／文

藝春秋　●『西村賢太対話集』西村賢太／新潮社　●『マ

イクロワールド全２巻』マイクル・クライトン／早川書房

児童書 ●『たこやきようちえんこうさくだいすき！』さ

いとうしのぶ／ポプラ社　●『どこどこ？セブンもっと  

１』　キッズレーベル　●『あまがえるのあおちゃん』高

家博成／童心社　●『だれも知らない犬たちのおはなし』

エミリー・ロッダ／あすなろ書房　●『あこがれお仕事いっ

ぱい！せいふく図鑑』勝倉崚太／学研教育出版　●『カブ

トムシ＆クワガタ百科』安藤誠起／誠文堂新光社　●『ど

うする？どうする？ほうしゃせん』山田ふしぎ／大月書店

●『おりがみでミュージカルごっこ』　いまいみさ／毎日

新聞社　●『だまし絵でわかる脳のしくみ』竹内龍人／誠

文堂新光社　●『おひさまやのおへんじシール』茂市久美

子／講談社　●『大好きがやってくる』小林深雪／講談社

●『空のしっぽ』名木田恵子／佼成出版社

Info
今月の

新着図書

図書館おはなし会

　＜本　館＞ 七夕おはなし会

　　　　　　  ７月 ７ 日（土）  午後２時～ 

　＜野田川＞ ６月 16 日（土）  午後３時～

　＜加　悦＞ ７月 14 日（土）  午後３時～

貸し出しできる冊数が 10 冊に増えます

　１人が１度に借りられる本の冊数について現在５冊のところを

７月１日から 10 冊に増やします。以前からご要望をいただいて

いましたが、夏休みを前によりたくさんの本をご自宅で読んでい

ただけますので、ぜひご利用ください。

●貸出期間は２週間で、変更はありませんのでご注意ください。

●予約受付件数についても１人あたり 10 冊までとなります。

端末をお貸ししています

　無線 LAN（FREESPOT）を使って図書館内でインターネットが閲

覧できるタブレット型端末（Windows）を、本館に２台、加悦分室・

野田川分室に各１台設置しました。

●本の検索をはじめ、さまざまな調べものにご活用ください。

●図書館カードをお持ちの方ご本人に限り、１時間お貸しします。

※詳しくは図書館へお問い合わせください。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087

●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

しましたが、あまり上手になりませんでした。とても楽し

いですが、難しかった！上手な選手はすごくかっこいいで

す。今後もフェンシングをしたいと思います。日本に来て

からは剣道を始めました。剣道は、フェンシングに似てい

ますが、違いもたくさんあります。たとえば、フェンシン

グは片手で武器を持ちますが、剣道は両手。フェンシング

１級目指して頑張ってます！

「Soccer」は使わず、「Football」と言うの

が普通です。世界で一番有名なサッカーの

選手はイギリスのデビッド・ベッカムです。

本当にすごく上手です！イギリスでサッ

カーはとても人気ですが、僕はあまり好き

ではありません。でも、僕のイギリスの友

達はサッカーが大好きで、ときどき一緒に

試合を見に行きました。サッカーの試合は

面白くなかったですが、雰囲気は楽しく、

友達と食事をしたり、話したりすることは

気持ちが良かったです。

　日本では、野球が人気ですね。イギリス

では野球はあまりしません。少し珍しいですが、野球に似

たクリケットがあります。バットとボールを使いますが、

バットの形が違い、ボールは木製（プロのボールは柳の木）

です。クリケットはすごく時間がかかります。プロの試合

は、１日 6 時間ぐらいしても 5 日もかかります！大変だ！

　僕は、大学の頃フェンシングを頑張りました。２年ほど

の武器は金属で作られ、剣道の「刀」は竹

製です。フェンシングで一番使いやすい武

器は「エペ」。フランス語です。「サーブル」

と「フルーレ」もあるけど使いにくいです。

また、音も違います。剣道は、大きな声で

「面」や「小手」と叫びますが、フェンシ

ングは静か。足音と武器の音だけが聞こえ

て、とても緊張します。

　去年の５月から毎週月曜日、友達と弓道

をしています。初めの時は全然できません

でしたが、少しずつ上達して、ついに的に

当たりました！初めて的に当たったときの

ことは忘れられません。すごく気持ちよかったです。今、

僕と友達は、弓道の１級を受験するため、一生懸命頑張っ

ています。僕は全然自信はないですが、楽しみたいと思っ

ています。もっともっと頑張ります！

　皆さんも、オリンピックイヤーの今年は特に、いろいろ

なスポーツを楽しみましょうね！

当
村
願
主
」
と
し
て
青
匍
の

名
が
再
び
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
人
物
が
俳
額
奉
納

の
発
起
人
で
、
温
江
村
の
住

人
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
青
匍
の
句
の
後
に
は

「
こ
の
も
よ
ふ
し
の
折
か
ら

ふ
み
に
聞
ゆ
」
の
前
書
き
に

続
け
て
、

鳥
も
啼な

き

水
も
添そ
わ

れ
て
若
葉
哉か
な

　
　
　 

京
　
定
雅

と
あ
り
、
京
都
の
俳
人
西に
し

村む
ら

定て
い

雅が

（
１
７
４
４
～

１
８
２
６
）
の
名
が
見
ら
れ

来
月、僕の国の首都ロンドンでオリンピックが開催

されます。与謝野町出身のランナー木
き

﨑
ざき

良
りょう

子
こ

さん

のオリンピック出場はすごい！僕も与謝野町民として応援

しています！

　イギリスで一番人気があるスポーツはサッカーです。し

かし、イギリスでは、アメリカで一般に使われている

温
江

の

妙
み
ょ
う

見け
ん

堂ど
う

に
は
文
化
３

年（
１
８
０
６
）

５
月（
旧
暦
）に

奉
納
さ
れ
た
俳

額
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

俳
額
と
は
寺

社
に
祈
願
の
た

め
に
俳は

い

諧か
い（

連

句
）や
発ほ

っ

句く(

俳

句)

を
記
し
て

奉
納
し
た
額
の

こ
と
で
す
。

ま
す
。
定
雅
は
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

の
門
人

た
ち
と
京
都
で
交
流
し
た
人
で
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
書
か
れ
た

句
は
全
て
定
雅
の
選
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

丹
後
に
残
る
俳
額
の
多
く
は
薄

板
の
筆
記
面
と
四
辺
の
枠
材
と
で

構
成
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
俳
額
は

ケ
ヤ
キ
の
一
枚
板
に
飾
り
切
り
を

施
し
た
、
非
常
に
重
厚
な
作
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
地
の
俳
額
研

究
は
小こ

室む
ろ

洗せ
ん

心し
ん

の
『
丹
後
俳
額

集
』（
１
９
３
２
）で
広
範
に
な
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
俳
額
に
つ

い
て
は
未
掲
載
で
、
平
成
に
入
っ

て
か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の

で
す
。

俳額「奉納四季発句合」　（温江  妙見堂）

　

冒
頭
に
「
奉
納
四
季
発ほ
っ

句く

合あ
わ
せ」

と
題
し
て
、後
野
、加
悦
、加
悦
奥
、

算
所
、
香
河
、
温
江
の
俳
人
23
名
、

京
都
の
俳
人
２
名
の
手
に
よ
る
四

季
折
々
の
俳
句
が
１
人
１
句
ず
つ

書
か
れ
て
い
ま
す
。
時
季
の
俳
句

を
以
下
に
抜
粋
し
て
み
ま
す
。

年と
し

晴は
れ

の
水
や
や
す
み
て
か
き
つ
ば
た

　
　
　
　
　
　
　
　
加
悦
　
井
霞

そ
れ
な
り
に
闇
に
入い

り

け
り
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
後
野
　
啓
戸

山や
ま

法ぼ
う

師し

ぞ
し
ら
ぬ
皃か
お

な
り
閑
古
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
匍

　

山
法
師
の
句
に
は
居
住
地
の
記

載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
俳
額

の
末
尾
に
は
「
文
化
三
丙
寅
仲
夏



まちの 話題 お届けします
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●加悦谷祭・岩滝祭・三河内曳山祭

今年も各地区で春の例祭が盛大に開催！与謝野の春を盛り上げました

上
／
再
現
列
車
の
乗
客
た
ち
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
加
悦
鐵
道
保
存
会
」
に
よ
る
加
悦
鉄
道

の
解
説
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
　
下
／
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
広
場

上／多くの来場者が参加し、大盛り上がりとなっ

たビンゴ大会　下／シバザクラを受け取る参加者

松
並
木
の
中
、
い
っ
せ
い
に
ス
タ
ー

ト
す
る
１
区
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

朗人賞に輝いた起須さん

各
工
房
で
は
作
品
に
見
入
っ
た
り
、
職
人
と
交
流
す
る

来
場
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た

後
野
区
の
水
田
で
行
わ
れ
た
実
演

会
。
多
く
の
人
が
見
守
り
ま
し
た

　４月 28 日から５月４日にかけて「加悦谷祭」「岩滝祭」「三河

内曳山祭」が盛大に開催され、与謝野の春を彩りました。

　４月 28 日・29 日に真夏のような陽気のもとで行われた「加

悦谷祭」、くもり空の中で４月 30 日・５月１日に開催された「岩

滝祭」では、各地で屋台や神輿がまちへ繰り出し、神社やまちで

神楽の舞や太刀振りが奉納され、見る人たちを楽しませました。

　５月３日・４日の「曳山祭」は両日とも強く雨が降る中での開

催となりましたが、山屋台・子共屋台・神楽殿等の巡行や倭
し

文
どり

神

社への神楽の奉納などが行われ、大いに盛り上がりました。

右
上
／
与
謝
野
町
役
場
前
で
岩
滝
連
合
に
よ
っ
て
披

露
さ
れ
た
神
楽
。
子
ど
も
た
ち
も
熱
演
し
ま
し
た

右
下
／
与
謝
の
担
い
屋
台
を
か
つ
ぐ
男
た
ち
。
ま
ち

を
巡
行
し
た
後
、
柴
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た

左
／
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
曳
山
祭
。
か
っ
ぱ
姿

で
屋
台
を
曳
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た

●浅水代かき実演会

阿蘇海浄化に加えて温暖化防止へ！　

　５月９日、「浅水代かき実演会」が行われ、農家をはじめ

多くの関係者らが参加しました。「代かき」とは田植え前に

水田に水を張って平らにならす作業。このときに排出される

肥料を含んだ水が阿蘇海の富栄養化の一因になっています。

そのため、通常より少ない水で代かきを行い、落水を抑える

「浅水代かき」をさらに普及しようと阿蘇海環境づくり協働

会議が中心となって毎年開催されています。

　加えて今年は、ＮＰＯ法人「丹後の自然を守る会」が町内

から回収した廃食油から作ったバイオディーゼル燃料（ＢＤ

Ｆ）をトラクターに使用して行われました。「よさの百年の

暮らし委員会（みらいふ）」の一員として参加した「丹後の

自然を守る会」代表の蒲
かば

田
た

充
みつ

弘
ひろ

さんは、「浅水代かきにＢＤ

Ｆを使用することで、阿蘇海の浄化だけでなく、温暖化防止

にも貢献できる。普及が進み、環境にやさしい農業としての

さらなるイメージアップにつながれば」と話してくれました。

機関車や車両の展示が行われているＳ

Ｌ広場。無料配布された風船を片手に

あこがれの SL に目を輝かせる子ども

たちであふれました。

　イベント中には広場内の 120 ｍの

区間で再現列車が運行したほか、周遊

列車「ロケット号」も運行。それらに

乗った子どもたちからは笑顔で手を振

る姿が見られました。

●双峰まつり・初夏の加悦鉄道まつり

天候で明暗分かれたゴールデンウィークの行楽
　ゴールデンウイーク恒例の「双峰ま

つり」が５月４日に、「初夏の加悦鉄

道まつり」が５月４日・５日の両日に

それぞれ開催され、親子連れなど多く

の人でにぎわいました。

　５月４日に加悦双峰公園で開催され

た「双峰まつり」は、あいにくの雨模

様となり、予定されていたステージイ

ベントが中止となるなど、予

定の変更はありましたが、会

場をセンターハウスなどの室

内に移して、与謝ウインド

オーケストラによる演奏会

や、ビンゴ大会、ゲームコー

ナーなどが催され、多くの人

が参加しました。また、今年

は先着 300 人にシバザクラ

が配布されました。「同じ花

を植えることで地域がひとつ

に」との思いで無料で配布さ

れ、受け取った参加者には笑

顔が見られました。

　５月４日と５日の２日間にわたり加

悦ＳＬ広場で開催された「初夏の加悦

鉄道まつり」は、４日はあいにくの雨。

しかし一転、５日はすばらしい五月晴

れの１日となり、親子連れや鉄道ファ

ンなど多くの人でにぎわいました。

　国の重要文化財に指定されている

「２号機関車」をはじめ多くの貴重な

●阿蘇海一周マラソン

江陽中がアベック優勝！　

　かつては１人で阿蘇海を１周するマラソンとして競わ

れた「阿蘇海一周マラソン」。現在は宮津・与謝管内の

中学校が出場する駅伝大会として開催されています。今

年も９校から男子 12 チーム（加悦、江陽、橋立、宮津

は各２チーム、日置は不参加）、女子９チーム（各校１チー

ム）が出場し、中学生ランナーたちが天橋立をさっそう

と駆け抜けました。

　文殊付近をスタート・ゴールとする約 12.8 ｋｍのコー

スを男子は４区間、女子は６区間にわけ、たすきをつな

ぎます。

　男子のレースは、江陽中Ａが１区でトップに立つとア

ンカーまでそのまま順位を譲らずゴール！Ｂチームも４

位に入り、男子の部で優勝しました。女子のレースも、

終盤に加悦中をかわす逆転劇を見せた江陽中が制し、江

陽中が見事アベック優勝を果たしました。

●与謝野町文化・工芸の里「新緑の手仕事展」

温かみあふれる手作りの作品が展示！
　５月 19 日・20 日の２日間にわたり与謝野町文化・工芸

の里で「新緑の手仕事展」が開催され、工芸の里で創作活動

を行っている職人たちによって、各工房で木工、家具、草木

染織、手織り作品、つる工芸、トンボ玉、ブロンズ、布作品、ジュ

エリ－、ニット、七宝焼体験、石鹸デコパージュ体験、洋服、

コーヒー、絵画、書、レザー作品など個性豊かな手作りの作

品が展示・販売されました。

　訪れた人は温かみあふれる手作りの作品に心惹かれた様子

で、製作過程の話を聞くなど職人との交流も深めていました。

●第 29 回全国児童生徒俳句大会

あまたの句から見事選出されました！　

　５月４日、第 29 回「全国児童生徒俳句大会」の表

彰式が大分県玖
く

珠
す

町立わらべの館で行われ、桑飼小６

年の起
おき

須
す

幸
さ

良
ら

さん（明石）が、全国から寄せられた

１万 6,281 句から久
く

留
る

島
しま

武
たけ

彦
ひこ

賞、文部科学大臣賞に

次ぐ「朗
あ き と

人賞」を受賞し、その表彰を受けました。

　起須さんの作品は「赤とんぼ この指とまれ 夢のせ

て」。大会選者の

有
あり

馬
ま

朗
あき

人
と

さんから

高い評価を受け、

「朗人賞」受賞と

なりました。

　起須さんは「こ

んな賞をとること

ができて、とても

うれしい。これか

らもいい作品がで

きるように頑張り

たい」と笑顔で

語ってくれました。
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男 女 共 同 参 画

シリーズ 51

町 政  News & Information 町 政  News & Information

問 住民環境課 ☎ 44-2083

お気軽にご相談ください
人権擁護委員

住
民
の
味
方
で
す

　

４
月
１
日
付
け
で
明あ
か

石し

佐さ

子こ

さ
ん
（
後
野
）
が
人
権

擁
護
委
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地

域
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人

権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に

見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て

い
く
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。

　

い
じ
め
、
差
別
、
セ
ク

ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
そ
の
他
人
権

に
関
す
る
問
題
で
お
悩
み

の
方
は
、
身
近
な
人
権

擁
護
委
員
や
法
務
局
（
☎

２
２
・
２
５
６
１
）
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
く
だ
さ
い

●
子
ど
も
の
人
権

　

１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

　
（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権

　

相
談
窓
口

法
務
省
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人

権
相
談
受
付
窓
口
ペ
ー
ジ　

U
R

L
 
: 

h
ttp

://w
w

w
.

m
o
j.g

o
.jp

/J
IN

K
E

N
/

jin
k
en

113.h
tm

l

ＫＴＲサポーターズクラブ

会員募集中 !!
　

ＫＴＲサポーターズクラブは地域

の重要な交通手段ＫＴＲの利用促進

を図り、ＫＴＲについて皆さんと共

に考え、支援する活動をしています。

【申込方法】各庁舎にある入会申込

書に記入、会費とともに役場窓口へ。

【会　　費】一般会員１年 1,000 円

　　　　　　　　　 ３年 3,000 円
【特　　典】

●「ＫＴＲ１日フリーきっぷ」と「ま

　るごと丹後乗り放題きっぷ」が会

　員特別価格に　　　　　　

●沿線のイベント等の情報が届く

●列車利用で貯まるポイントカー

　ド進呈（満点で５００円分の買い

　物に利用できます）

男女共同参画週間

「あなたがいる
　わたしがいる 未来がある」

平成 24 年度の男女共同参画週間は「男女共

同参画による日本再生」を重点とします。

●キャッチフレーズ

問 企画財政課 ☎ 46-3084

「子育て」をテーマに開催します
すこやか子育てミーティング

俳
句
の
ま
ち
「
与
謝
野
」

　

与
謝
野
町
は
江
戸
時
代
の
俳

人
・
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

の
母
の
ふ
る
さ
と

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
蕪
村
は

こ
の
地
で
「
丹
波
の
加
悦
と
い
ふ

【
応
募
規
定
】

す
べ
て
未
発
表
作
品
に
限
る

●
事
前
投
句
（
２
種
類
）

①
自
由
題
３
句

　

３
句
１
組　

１
人
１
組
に
限
る

②
前
書
俳
句

　

１
人
１
句
に
限
る

　

※
前
書
俳
句
に
は
、
そ
の
句
の

　
　

背
景
や
舞
台
な
ど
を
30
字
以

　
　

内
で
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

※
①
・
②
双
方
ま
た
は
、
①
の

　
　

み
、
②
の
み
に
応
募
で
き
ま

　
　

す

●
当
日
投
句

　

１
人
１
句
に
限
る

顕
彰 

与
謝
野
町
俳
句
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て

初
心
者
向
け
俳
句
教
室
を
開
催
し
、

さ
ら
な
る
俳
句
文
化
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

所
に
て
」
と
前
書
き
し
て
、
名
句

「
夏
河
を
越
す
う
れ
し
さ
よ
手
に

草
履
」
を
詠
み
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
蕪
村
ゆ
か
り
の
こ
の
地

で
、平
成
８
年
か
ら
始
ま
っ
た「
江

山
文
庫
俳
句
大
賞
」
は
、
国
内
外

か
ら
応
募
を
い
た
だ
く
一
大
俳
句

大
会
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
昨
秋
の
国
民
文
化
祭
で

の
「
与
謝
蕪
村
顕
彰 

俳
句
大
会
」

は
、
２
万
５
０
０
０
句
以
上
の
俳

句
が
寄
せ
ら
れ
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

新
た
に
俳
句
大
会
を

開
催
し
ま
す
！

　

こ
う
し
た
伝
統
を
継
承
し
、
ま

ち
の
文
化
と
し
て
の
俳
句
を
い
っ

そ
う
発
展
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
た

び
新
た
に
「
第
１
回 

与
謝
蕪
村

【
応
募
料
】

事
前
投
句　

１
人 

１
０
０
０
円

当
日
投
句　

無
料

【
選
者
】

●
自
由
題
三
句

　

宇う

多だ

喜き

代よ

子こ

氏

●
前
書
俳
句

　

茨
い
ば
ら

木き

和か
ず

生お

氏
・
大お
お

石い
し

悦え
つ

子こ

氏

【
俳
句
大
会
】

10
月
28
日
（
日
）　

知
遊
館

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

【
応
募
先
・
問
い
合
せ
先
】

与
謝
野
町
立
江
山
文
庫

　
☎
４
３
・
２
１
８
０　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

４
３
・
２
１
７
１

　

ま
た
、
俳
句
に
添
え
ら
れ
た
前

書
き
と
と
も
に
作
品
を
評
価
す
る

新
し
い
試
み
「
前
書
俳
句
」
も
行

い
、
蕪
村
の
顕
彰
に
も
取
り
組
み
、

文
化
の
香
り
高
い
「
俳
句
の
ま
ち

与
謝
野
」
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

　

詳
し
い
募
集
要
項
は
、
最
寄
り

の
地
域
振
興
課
で
お
渡
し
し
ま
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
は
６
月
１
日

か
ら
７
月
　
日
で
す
！

【
事
前
投
句
応
募
受
付
期
間
】

６
月
１
日（
金
）～
７
月
31
日（
火
）

当
日
消
印
有
効

第
１
回　

与
謝
蕪
村
顕
彰

与
謝
野
町
俳
句
大
会

初
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
！

事
前
投
句
作
品
を
募
集
し
ま
す

平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞

　

上
述
の
俳
句
募
集
と
は
別
に
、

与
謝
野
町
内
の
学
校
に
限
定
し
て
、

小
・
中
・
高
校
生
の
俳
句
作
品
を

募
集
し
、
10
月
28
日
の
俳
句
大
会

で
入
賞
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

【
募
集
作
品
】　

自
由
題
１
人
１
句

未
発
表
作
品
に
限
る

【
募
集
期
間
】　

６
月
１
日（
金
）～
９
月
７
日
（
金
）

【
応 

募 

料
】
無
料

※
応
募
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大江山から望む与謝野町

31

明石 佐子さん

今
年
の

町
政
懇
談
会
は

　

平
成
18
年
度
か
ら
毎

年
開
催
し
て
き
た
町
政

懇
談
会
。

　

今
年
は
子
育
て
世
代

の
方
を
中
心
に
広
く
ご

意
見
を
い
た
だ
く
機
会

と
し
て
開
催
し
、
策
定

を
進
め
て
い
る
与
謝
野

町
総
合
計
画
の
後
期
基

本
計
画
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

「
子
育
て
」で
す
！

　

昨
年
度
は
、
テ
ー
マ

を
「
役
場
庁
舎
の
統
合

に
つ
い
て
」
に
絞
っ
て

開
催
し
、
皆
さ
ん
か
ら

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
様

に
、
テ
ー
マ
を
絞
り
、

各
会
場
に
は
保
育
ル
ー

ム
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

を
お
連
れ
の
方
で
も
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
２
時
間
程
度

　

を
予
定
し
て
い
ま
す

事
前
意
見
を

募
集
し
ま
す
！

　

懇
談
会
に
先
立
ち
、

事
前
意
見
を
メ
ー
ル
等

で
募
集
し
ま
す
。意
見
・

質
問
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
あ
て
先
】

企
画
財
政
課

e-m
ail : k

ik
ak

uzaise

i@
tow

n
.yosan

o.lg
.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ 

４
６
・
４
６
３
０

※
郵
送
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い

地域 会場 日時 保育ルーム

加悦地域
加悦地域公民館

（ホール）
 6/30（土）
  午前 10 時～

日本間

岩滝地域
知遊館

（研修室１、２、３）
 7/1（日）
  午後２時～

子育て
ふれあい室

野田川地域
野田川わーくぱる

（会議室）
 7/8（日）
  午後７時～

教養文化室

ま
す
。
ど
の
会
場
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ご
都
合
の
良
い
日
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●「すこやか子育てミーティング」開催日程

「
す
こ
や
か
子

育
て
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
と
題
し

て
、「
子
育
て
・

保
育
・
教
育
・

健
康
・
労
働
な

ど
」
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
質
問
等

を
伺
い
ま
す
。

開
催
日
程

　

す
こ
や
か
子

育
て
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
３
会　

計
３
回
、
下
表

の
日
程
で
行
い 場

、

6/23
 ～ 29

一
字
観
公
園
で
吟
行
す
る
国
民
文
化
祭
の
参
加
者



お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007

野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086

加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

まちのうごき
平成 24 年４月末現在

人　口	24,113 人（＋11）

　男　	11,448 人（ － 1 ）

　女　	12,665 人（＋12）

世帯数	 9,165 戸（＋42）

※括弧内は前月比

町 政  News & Information 町 政  News & Information
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問 総務課 ☎ 46-3003

新体制で心新たに交通事故ゼロを目指します！
交通安全対策委員会だより

５
月
９
日
、
委
員
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た

「
幼
児
交
通
安
全
教
育
に
係
る
懇
談
会
」

与謝野町役場前で交通安全立番をする職員

Pofile

●あかまつ　こういち　

野田川町議を５期務め、総務産業委

員会委員長等の要職を歴任。平成

18 年に与謝野町議に初当選。現在

２期目

●いまだ　ひろみ

加悦町議を３期務め、議長等を歴任。

平成 18 年に与謝野町議に初当選。

現在２期目 赤松孝一議長今田愽文副議長

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、４月16日から５月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

問 福祉課 ☎ 43-1513

介護保険料の基準額を改定しました
与謝野町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

今月の納期

7/2（月）まで

町 府 民 税  第１期

国民健康保険税  第１期

介護保険料  第１期

夜間納税窓口

6/28（木）29（金）7/2（月）

いずれも午後８時まで

野田川庁舎（税務課）

　※納付書ご持参ください　

所得段階 対象となる方 保険料の料率 保険料
（年額：円）

第１段階
生活保護受給者、老齢福祉年金受給者※
１で、世帯全員が住民税非課税の人

基準額 　
　　×0.45

26,900

第２段階
世帯全員が住民税非課税で本人の合計所得
※２＋課税年金収入が８０万円以下の人

基準額 　
　　×0.50

29,800

第３段階

世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所
得＋課税年金収入が 120 万円以下の人

基準額　
　　×0.70

41,800

世帯全員が住民税非課税で、上記以外の人 基準額× 0.75 44,800

第４段階

本人は住民税非課税（世帯内には住民税課
税者がいる）で、本人の合計所得＋課税年
金収入が 80 万円以下の人

基準額　
　　×0.90

53,700

本人は住民税非課税（世帯内には住民税課
税者がいる）で、上記以外の人

基準額　
　　×1.00

59,700

第５段階
本人が住民税課税で、合計所得が 125 万円
以下の人

基準額　
　　×1.20

71,600

第６段階
本人が住民税課税で、合計所得が 125 万１
円以上 190 万円未満の人

基準額　
　　×1.45

86,500

第７段階
本人が住民税課税で、合計所得が 190 万円
以上 350 万円未満の人

基準額　
　　×1.80

107,400

第８段階
本人が住民税課税で、合計所得が 350 万円
以上 500 万円未満の人

基準額　
　　×1.85

110,400

第９段階
本人が住民税課税で、合計所得が 500 万円
以上の人

基準額　
　　×1.95

116,400

介
護
保
険
料
を

改
定
し
ま
し
た
！

　

与
謝
野
町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
取
り
組
む
た
め
、
平

成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

「
与
謝
野
町
高
齢
者
福
祉
計
画
及

び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
こ
の

ほ
ど
策
定
し
、
そ
の
中
で
満
65
歳

以
上
の
方
に
納
付
い
た
だ
く
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
も
改
め
て
金
額

設
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

与
謝
野
町
の
平
成
24
年
度
か

ら
26
年
度
ま
で
の
基
準
額
は
、

５
万
９
７
０
０
円
（
年
額
）
で
す
。

そ
の
基
準
額
を
も
と
に
、
所
得
に

よ
っ
て
１
～
９
段
階
の
保
険
料
に

分
か
れ
ま
す
（
表
）。

等
は
、
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
る

ま
で
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
費
用
の

保
険
給
付
分
が
全
て
償
還
払
い

（
利
用
者
の
立
替
払
い
）
と
な
っ

た
り
、
利
用
者
負
担
分
が
通
常
の

１
割
負
担
か
ら
３
割
負
担
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
不
動

産
の
差
し
押
さ
え
と
い
っ
た
処
分

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

適
正
な
運
営
の
た
め

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

　

介
護
保
険
制
度
は
、
住
民
ど
う

し
が
支
え
あ
う
相
互
扶
助
の
制
度

で
す
。
そ
の
た
め
、
負
担
の
公
平

感
を
損
ね
る
と
成
り
立
た
な
い
制

度
で
す
の
で
、
納
付
に
つ
い
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

特
別
徴
収
と

普
通
徴
収

　

介
護
保
険
料
は
、
年

金
か
ら
年
６
回
に
分
け

て
天
引
き
す
る
「
特
別

徴
収
」
ま
た
は
納
付
書

で
個
別
に
支
払
っ
て
い

た
だ
く
「
普
通
徴
収
」

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

通
常
は
特
別
徴
収
で
す

が
、
年
金
が
年
額
18
万

円
未
満
の
方
は
や
、
満

65
歳
に
な
っ
て
か
ら
約

半
年
間
の
方
、
修
正
申

告
を
し
た
方
で
保
険
料

の
所
得
段
階
が
変
更
に

な
っ
て
か
ら
当
面
の
間

交通安全対策委員

　
　
　
交
通
安
全
対
策
委
員

委
嘱
式　
　
　

　

町
民
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
交
通
安
全
思
想
の

普
及
や
啓
発
、
交
通
安
全
対

策
の
策
定
な
ど
を
行
う
与
謝

野
町
交
通
安
全
対
策
委
員
会

の
委
員
委
嘱
式
を
４
月
４
日
、

野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
対
策
委
員
会
は
、

与
謝
野
町
合
併
後
に
発
足
し

て
か
ら
３
期
６
年
が
経
過
し
、

今
期
は
、
平
成
23
年
度
に
配

置
し
た
交
通
指
導
員
と
の
さ

ら
な
る
連
携
を
図
り
、
活
動

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
委
員
へ
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
た
後
、
今

年
度
の
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
協
議
。
今
後
も

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交

通
安
全
に
重
点
を
置
い

た
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た

　

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動(

４
月
６
日
～
15

日)

お
よ
び
交
通
事
故

【
会
長
】

　

矢
野
有
規
雄
（
幾　

地
）

【
副
会
長
】

　

安
田　

善
一
（
三
河
内
）

【
加
悦
支
部
】

◎
藤
田　
　

至
（
温　

江
）

○
大
槻　

浩
巳
（
与　

謝
）

　

羽
尻　

哲
夫
（
後　

野
）

　

明
石　

延
子
（
加　

悦
）

　

松
井　

栄
治
（
算　

所
）

　

西
原　

裕
之
（　

滝　

）

　

岡
田　

秀
子
（
金　

屋
）

　

山
﨑　
　

浩
（
明　

石
）

　

吉
田　

光
枝
（
明　

石
）

【
岩
滝
支
部
】

◎
澤
田　

嘉
巳
（
石　

田
）

○
糸
井　

邦
彦
（
浜　

町
）

　

楠
田　

真
弘
（
立　

町
）

　

飯
澤
麻
美
子
（
浜　

町
）

　

石
出　

一
乃
（
男　

山
）

【
野
田
川
支
部
】

◎
福
井　

博
康
（
幾　

地
）

○
伊
達　

英
徳
（
下
山
田
）

　

倉
橋　

幸
弘
（
三
河
内
）

　

増
田　

明
美
（
三
河
内
）

　

安
田　

敏
博
（
岩　

屋
）

　

山
添　

一
廣
（
岩　

屋
）

　

石
田
美
智
代
（
岩　

屋
）

　

中
本　

裕
之
（
幾　

地
）

　

小
西
千
惠
子
（
幾　

地
）

　

安
見　

久
子
（
上
山
田
）

　

茂
籠　
　

進
（
下
山
田
）

　

河
邉　

知
己
（
石　

川
）

　

金
谷　

壽
士
（
石　

川
）

　

宮　
　

絹
子
（
石　

川
）

※
敬
称
略
。
◎
は
支
部
長
、
○

は
副
支
部
長
。

死
亡
ゼ
ロ
を
目
指
す
日(

４

月
10
日)

が
実
施
さ
れ
、
交

通
安
全
対
策
委
員
は
、
各
種

団
体
と
と
も
に
街
頭
で
交
通

安
全
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
通
学
路
や
、

各
庁
舎
前
な
ど
の
街
頭
に
立

ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
や

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

 

問 議会事務局 ☎ 43-0215

新しい正副議長が決定しました！
与謝野町議会

　
　
　
議
会
の
円
滑
な
運
営

に
努
め
ま
す
！　
　
　

　

５
月
９
日
に
行
わ
れ
た
与

謝
野
町
議
会
５
月
臨
時
会

で
、
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
議
長
に
赤あ

か

松ま
つ

孝こ
う

一い
ち

さ
ん

が
、
副
議
長
に
今い

ま

田だ

愽ひ
ろ

文み

さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
任
期

は
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
平

成
26
年
４
月
15
日
ま
で
の
２

年
間
で
す
。

※１ 老齢福祉年金　明治 44 年（1911 年）４月１日以前に生まれた方、または大正５

　　 年（1916 年）４月１日以前に生まれた方が受けている年金です。

※２ 合計所得金額　「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し

　　 引いた額です。
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椿
築
輪

若
い
力
で
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
！

若
手
建
築
家
グ
ル
ー
プ

左から右回りに、小田大輔さん（金屋）、石川清隆さん（金屋）、森垣和哉さん（金屋）、

小西直人さん（代表・滝）、西原清隆さん（滝）、井上毅さん（金屋）、小西幸喜さん（金屋）、

坂田直樹さん（与謝）、砂後隆正さん（与謝）、砂後佑樹さん（金屋）

つ
ば
き
の
わ
　
●

平
成
23
年
11
月
結
成
。
与

謝
・
滝
・
金
屋
地
区
の
建
設
業
、
瓦
店
、
電
気
店
、

造
園
業
、
塗
装
業
な
ど
建
築
関
係
を
営
む
若
手

建
築
家
グ
ル
ー
プ
。
地
域
活
性
化
へ
得
意
分
野

を
活
か
し
て
活
動
中
。

と
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
も
作
成
し

て
準
備
は
万
全
！
つ
い
に
椿
築
輪
デ

ビ
ュ
ー
と
な
る
４
月
15
日
、
滝
の
千

年
ツ
バ
キ
ま
つ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
た
当
日
は
、
椿
築
輪
の

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
大
人
気
。
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
ボ
ー
ル
入
れ

と
輪
投
げ
を
楽
し
み
、
た
く
さ
ん
の

ま
し
た
。

　

結
成
後
、具
体
的
な
活
動
へ
向
け
、

数
回
の
会
合
を
重
ね
て
話
し
合
い
、

ま
ず
は
、
春
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
「
滝

の
千
年
ツ
バ
キ
祭
」
と
「
双
峰
ま
つ

り
」に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

２
月
頃
か
ら
話
し
合
い
を
始
め
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
輪
投
げ
と

　

「
以
前
か
ら
こ
う
い
っ
た
団
体
を

つ
く
り
地
域
の
た
め
に
活
動
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
」
と
語
る
の
は
メ
ン

バ
ー
の
井い

の

上う
え

毅つ
よ
しさ

ん
。
な
か
な
か
地

域
で
顔
を
覚
え
て
も
ら
え
ず
、「
父

親
の
名
前
を
出
せ
ば
、
わ
か
っ
て
も

ら
え
る
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
地
域
で

活
動
す
る
に
は
こ
れ
で
は
い
け
な

い
」
と
思
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

「
若
い
人
た
ち
で
団
体
を
作
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動
す
れ
ば
、
地

域
を
活
性
化
で
き
、
顔
を
覚
え
て
も

ら
え
る
」
と
考
え
、小こ

西に
し

直な
お

人と

さ
ん
、

西に
し

原は
ら

清き
よ

隆た
か

さ
ん
に
相
談
。
さ
ら
に
地

域
の
同
業
者
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

こ
の
発
案
か
ら
「
椿つ

ば

築き

輪の
わ

」
結
成
ま

で
は
２
ヵ
月
ほ
ど
。「
意
外
な
ほ
ど

皆
賛
成
し
て
く
れ
た
」
と
、
す
ぐ
に

現
在
の
13
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り

で
い
っ
き
に
駆
け
抜
け
て
き
た
メ
ン

バ
ー
た
ち
。「
と
り
あ
え
ず
こ
の
祭

り
へ
の
参
加
の
こ
と
だ
け
考
え
て

や
っ
て
き
た
。
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
は
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
自
分

た
ち
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
考
え
な
が
ら
、
探
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
会
合

で
話
し
合
っ
た
り
、
勉
強
会
な
ど
も

開
い
て
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
活
動
や
地
域
活
性
化

に
つ
い
て
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
若
く
、
行
動
力
あ
ふ
れ
る

彼
ら
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
で
す
！

笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
参

加
し
た
双
峰
ま
つ
り
は
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
し
た
が
、
室
内
で
開
催
さ

れ
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
室
内
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
人
気
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
お
年
寄
り
も
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
、
メ
ン

バ
ー
の
表
情
に
も
笑
顔
。

　

初
の
活
動
で
成
功
を
収
め
、
今
回

の
地
域
の
祭
り
へ
の
参
加
に
つ
い
て

「
地
域
の
祭
り
に
参
加
で
き
た
こ
と
、

そ
し
て
、
若
い
人
が
参
加
し
て
く
れ

て
祭
り
が
盛
り
上
が
っ
た
と
地
域
の

人
た
ち
に
笑
顔
で
言
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
メ
ン
バ
ー
の

大お
お

木き

繁し
げ

喜き

さ
ん
（
滝
）
は
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

発
起
、
結
成
か
ら
初
の
活
動
ま

ボ
ー
ル
入
れ
を

出
店
す
る
こ
と

に
決
め
、
準
備

を
開
始
。
仕
事

柄
、
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
セ
ッ

ト
を
作
る
の
は

お
手
の
物
で
、

見
事
な
セ
ッ
ト

が
完
成
し
、
与

謝
保
育
園
の
園

児
た
ち
の
手
形

で
カ
ラ
フ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
の
模

様
を
つ
け
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
「
椿

築
輪
」
の
ロ
ゴ

の
入
っ
た
揃
い

の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

Y O S A N O

滝の千年ツバキまつりでのゲームコーナー。
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